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『
一
位
曾
眼
健
要
請
』

第
六
十
士
魯

l¥ 

森
耕
二
郎
教
授
著祉

政

策 l

版

首

舎

要

fヘ
新

岸

第
四
・
宜
腕

本

O 

英

太

郎

昭
和
十
年
に
ぞ
町
一
初
版
申
刊
行
を
見
士
森
耕
=
部
教
授
の
「
枇
曾
政
策
要
論
」
は
そ
の
優
れ
た
内
容
に
お
い
て
他
E
凡
百
¢
前
曾
政
策
論
著
を
岡
田
す
る

も
の
で
あ
っ
亡
が
、
た
ま
た
ま
批
曾
政
出
血
を
「
分
間
政
策
」
と
規
定
し
に
こ
と
か
色
、
嘗
時
枇
曾
政
策
を
も
っ
て
「
生
産
政
資
」
で
あ
る
と
し
で
、
社
曾

政
策
的
締
調
理
論
の
究
明
に
努
力
3
れ
つ
つ
品
っ
た
大
河
内
教
授
か
ら
早
速
批
判
を
受
り
た
の
で
あ
っ
た
(
大
向
内
敬
授
稿
「
森
耕
=
郎
教
授
『
枇
曾
政

策
要
論
号
、
師
世
清
愚
前
集
第
六
巻
第
一
一
一
輔
、
青
森
敬
授
白
乙
由
「
枇
骨
政
策
要
論
」
と
そ
れ
に
謝
す
る
大
河
内
歌
授
の
批
判
の
意
識
に
つ
A

い
て
は
拙
著

「
枇
曾
政
策
論
白
根
本
問
題
」
後
儒
第
三
章
参
照
)
。
森
教
授
は
こ
の
犬
河
内
教
授
の
批
判
に
勤
し
て
は
乙
の
度
目
新
版
(
帯
訂
版
〕
の
刊
仔
(
昭
和
ニ
十

六
年
一
周
)
に
至
る
ま
で
永
〈
答
え
ら
れ
る
こ
と
な

t
、
却
っ
て
大
河
内
教
授
り
理
論
に
渇
随
さ
れ
七
感
す
ら
強
か
っ
た
の
で
ゐ
る
が
、
(
森
敬
授
薯

「
職
時
批
骨
政
策
」
上
、
参
照
)
、
本
書
じ
お
い
て
(
再
版
心
序
文
た
る
「
噌
訂
版
を
出
ず
に
あ
た

p
て
」
に
お
い
て
)
は
じ
ゅ
て
大
河
内
教
授
の
批
剣

に
答
え
ら
れ
る
と
と
も
じ
謹
ん
で
大
河
内
理
舗
の
批
列
骨
行
わ
れ
た
切
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
の
森
教
授
の
大
河
内
理
論
批
判
の
意
義
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
段
討
し
て
見
た
い
と
思
う
。



省住

筆
者
は
こ
こ
で
何
よ

b
も
先
中
操
教
授
が
枇
曾
政
輔
の
ほ
ぼ
空
し
い
本
質
理
解
に
到
撞
き
れ

τい
る
こ
と
を
強
調
し
に
い
。
森
教
授
は
「
枇
禽
政
策
と

は
鍔
働
者
階
鶴
田
闘
争
・
反
抗
に
封
じ
、
資
本
家
階
師
れ
譲
歩
的
・
妥
協
的
に
、
静
働
者
階
級
に
輿
え
る
勢
倒
カ
慣
櫨
の
一
部
分
乃
若
そ
の
補
墳
で

あ
あ
」
(
森
教
授
著
「
枇
曾
政
策
要
論
」
「
噌
訂
版
を
出
す
K
あ
た
り
て
」
一

C
頁
)
k規
定
き
れ
て
い
る
。
筆
者
が
永
い
理
論
的
苦
闘
の
後
糊
〈
到
達
し

士
結
論
も
正
に
こ
れ
k
開
一
で
品
り
、
筆
者
は
こ
れ
を
資
本
の
掛
働
力
債
値
目
欣
務
に
醐
劃
す
る
園
家
の
抑
制
緩
和
策
と
規
定
し
、
費
木
の
勢
働
力
債
砲
の

収
噂
(
捗
働
者
隈
紙
泊
施
罰
的
窮
乏
他
)
は
資
本
の
運
動
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
必
然
化
き
れ
る
こ
と
、
そ
し
で
こ
れ
が
労
働
者
階
離
の
抗
宰
昔
、
こ
の
抗

争
が
枇
曾
政
策
を
必
然
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

掠
て
森
教
授
は
大
河
内
教
授
の
昨
曾
政
策
日
纏
資
本
の
勢
倒
力
に
謝
す
る
合
理
的
配
慮
・
努
働
力
保
査
策
(
大
河
内
敬
授
は
現
時
に
お
い
て
は
枇
官
政

筑
を
「
勢
働
力
政
策
一
と
規
定
さ
れ
て
い
る
』
ち
、
勢
働
力
保
告
は
決
し
て
融
合
政
策
白
本
質
で
は
な
く
、
車
に
工
場
法
宇
桂
曾
保
険
年
目
特
質
に
遁
智

な
い
と
と
と
な
る
。
こ
的
考
え
方
自
課

p
に
D

い
て
は
筆
者
自
詳
細
に
批
判
せ
し
と
こ
ろ
で
あ
る
。
拙
著
「
枇
骨
政
策
前
回
根
本
問
題
」
参
照
)
を
批
剣

し

τ究
白
よ
う
に
誼
べ
ら
れ
て
い
る
。
ー
ー

「
世
曾
政
策
本
質
的
根
済
的
理
解
を
綱
貴
本
自
身
働
力
陀
封
ず
る
告
理
的
問
慮
に
求

b
b
る
る
と
き
、
慣
値
闘
係
、
生
産
関
係
、
従
っ
て
ま
た
階
級
闘
A

係
を
抜
き
に
し
て
問
題
が
出
さ
れ
る
こ
と
主
な
る
。
資
本
は
む
ろ
ん
慣
偲
闘
侍
概
念
で
あ
る
が
、
勢
働
力
心
保
告
は
そ
ろ
で
な
い
。
穴
河
内
そ

。
他
白
橋
氏
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
磐
働
力
白
再
生
産
費
、
慣
値
す
な
わ
b
且
百
貨
な
る
官
棄
が
晴
ん

E
表
面
に
出
て
痛
な
い
。
勢
質
繭
が
世
骨
政

策
目
中
心
主
り
そ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
一
位
合
政
策
は
剰
融
慣
植
民
封
ず
る
虞
い
意
味
で
白
勢
賀
政
策
論
で
な
け
れ
ば
な

b
自
由

で
、
い
わ
ゆ
る
祉
曾
政
策
は
正

K
努
質
。
一
部
分
乃
至
補
填
に
睦
か
な
ら
な
い
。
補
者
に
お
い
て
は
努
働
力
的
保
全
の
う
ち
に
拶
賞
は
骨
ま
れ
て
い
る

の
か
、
い
な
い
四
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
恐
b
〈
固
有
白
勢
働
力
白
再
生
産
費
以
川
町
医
勢
働
力
。
保
全
に
む
け

b
れ
る
簡
費
用
、
施
設
帯
を
特
に
」
G
P

9
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『
枇
官
融
債
要
輸
』

第
六
十
七
巻

，、

第
四
・
五
一
世



『
枇
舎
酷
策
要
請
』

第
六
十
七
巷

J、
四

静
岡
・
車
競

一一

あ
げ
よ
う
と
す
る
た
め
、
勢
働
力
の
償
恒
調
融
が
ぼ
や
か
さ
れ

τ
し
ま
っ
た
O
で
あ
ろ
う
。
制
僚
慣
値
罰
労
働
力
心
情
値
り
と
り
資
本
制
生
産
樺
式

ω

基
本
的
関
係
に
伺
れ
ず
に
抽
象
的
な
る
勢
働
力
の
保
全
慨
念
を
も
ち
出
し
て
燕
る
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
こ
と
に
驚
〈
ペ
主
と
と
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま

い
。
と
旧
費
立
闘
係
以
外
に
『
勢
働
力
の
保
量
』
を
何
鹿
に
持
ワ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
の
か
、
持
っ
て
ゆ
〈
場
所
が
な
い
で
は
な
い
か
。
情
値
を
抜
書
に

し
て
一
位
骨
政
策
。
本
質
を
樫
済
的
に
掘
り
下
げ
よ
う
と
じ
た
と
こ
ろ
で
民
自
経
済
棉
構
的
把
握
に
到
達
す
る
は
ず
は
な
い
。

白
保
全
巨
費
ず
る
理
解
態
度
は
、
剰
像
慣
値
(
一
不
持
勢
働
)
劃
労
働
力
の
慣
値
(
支
抑
捗
働
)
の
闘
係
か
ら
金
〈
離
れ
て
し
ま
っ
と
い
る
の
だ
か

b
、

理
解
さ
れ
る
枇
曾
政
策
目
階
級
聞
係
、
階
級
闘
争
の
概
念
が
な
い
り
は
賞
斡
で
あ
っ
て
一
躍
チ
ャ
ン
と
筋
が
調
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
階
叡
聞
争
を
枇

骨
政
策
的
本
質
蜘
念
と
し
て
毘
ん
忙
主
張
さ
れ
る
風
早
、
註
藤
そ
の
柏
の
酪
氏
が
同
時
に
、
時
働
力
目
慣
位
、
野
貨
に
倒
れ
ず
に
第
働
力
の
保
全
、
培

大
河
内
氏
の
接
働
方

餐
を
訴
か
れ
る
の
は
、
木
に
竹
を
つ
い
だ
と
伊
っ
た
恰
好
?
あ
る
。

世
骨
政
策
的
本
質
理
解
の
た
め
の
『
鯉
済
的
必
然
艦
』
、
『
組
済
担
構
的
把
握
』
の
窓
聞
は
は
な
は
だ
精
椿
で
あ
る
が
、
慣
値
闘
係
を
抜
き
に
し
て
は
揖

白
『
抱
擁
的
画
然
性
』
、
『
髄
済
機
構
的
担
蝿
』
白
解
明
に
到
嵩
し
ょ
う
も
な
A

い
」
(
「
噌
訂
版
を
向
す
に
あ
た
り
℃
」
(
ロ
一
l
l
凹
頁
)
と
。

夜
教
授
の
v

」
の
批
剣
は
大
河
内
教
授
が
枇
曾
政
策
を
資
本
制
生
産
の
順
営
な
再
生
産
の
た
め
の
惚
資
本
の
勢
働
力
保
査
策
と
さ
れ
士
限

b
E
し
い
批
判

と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
品
ろ
う
。
森
教
授
の
述
べ
ら
れ
る
活
b
資
本
は
慣
値
閥
係
閣
叩
念
で
あ
る
が
努
働
力
保
全
は
そ
う
で
は
な

t
、
従
っ
て
祉
曾
政
策

の
本
質
舎
揮
働
力
保
全
と
す
る
時
、
そ
れ
は
債
値
闘
訴
の
無
視
で
あ

h
、
枇
曾
政
策
の
資
本
制
的
範
晴
た
る
事
を
無
観
す
る
事
ド
な
る
白
マ
あ
る
。
大
河

内
教
授
が
艇
A
社
曾
政
策
を
掛
働
力
莱
材
保
宅
誌
と
し
て
機
憾
の
掃
除
や
注
油
と
同
硯
昌
れ
る
誤
認
は
賞
仁
こ
の
馳
仁
由
来
し
亡
い
る
の
で
あ
る
。

森
教
授
が
祉
曾
政
策
を
民
h

意
味
で
日
傍
賃
政
策
論
従
っ
て
砂
配
政
策

E
規
定
き
れ
た
臼
は
、
噛
買
は
勢
働
力
保
全
の
資
本
制
的
形
脂
1
1
こ
れ
こ
そ
炉
正

に
祉
曾
勝
策
に
外
ら
な
い
ー
を
明
ら
か
に
さ
れ
ん
が
士
め
に
外
な
ち
な
か
っ
た
の
で
品
b
、
こ
の
正
し
い
立
場
ド
立
k
れ
た
か
ら
こ
そ
、
森
致
援
は
、
既

に
引
間
し
七
ご

t
き
祉
曾
政
策
の
本
質
を

E
L〈
把
揖
す
る
こ
と
が
出
来
た
mw
で
あ
る
。
森
教
授
が
祉
曾
政
策
を
剰
蝕
領
植
劃
勢
働
力
の
債
値
の
闘
係
か

ら
世
帯
き
出
し
、
枇
曾
政
策
が
野
働
岩
陪
級
仁
興
え
る
傍
働
カ
債
植
の
一
部
分
乃
至
そ
の
補
填
で
品

b
、
こ
の
意
味
で
分
配
政
策
で
晶
る
と
昭
せ
ら
れ
る
め



は
正
し
い
規
定

rと
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

41
若
し
己
れ
を
牛
蚕
政
策
と
い
う
形
で
表
現
ず
る
と
せ
ば
、
号
れ
は
大
河
内
教
授
の
如

t
鋳
働
力
保

垂
策
と
す
べ
き
で
は
な
〈
、
集
者
が
規
定
レ
↑
い
こ
と
〈
、
資
本
の
勢
働
力
債
値
の
収
講
に
劃
す
る
抑
制
緩
和
策
、
と
郁
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
剰
飴
慣
値
劃
努

倒
力
の
債
指
と
の
関
係

f
b枇
曾
政
策
や
噂
き
出
せ
ば
、
そ
れ
は
分
配
政
策
と
栴
し
て
色
守
重
政
策
と
稽
し
て
も
同
一
の
内
容
を
具
つ
に
形
で
表
現
す
る

も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
只
森
数
授
は
社
曾
政
策
を
分
配
政
策
k
表
現
す
る
理
由
を
究
目
標
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
分
配
政
策
が
生
産
政
策
に
規
定
さ
れ
句
。
む
し
ろ
そ
れ
に
内
位
さ
れ
て
い
る
と
と
か
ち
、
南
者
を
針
立
的
K
切
り
離
し
て
は
な
b
回
乙
と
位
自
明
で

あ
る
。
世
曾
政
策
は
分
配
政
策
で
あ
る
と
同
時
に
生
産
政
策
で
あ
る
。
受
本
論
の
一
著
者
は
努
貸
出
決
定
理
論
を
制
時
慣
植
の
生
産
に
お
い
て
越
4

て
い

る
と
と
は
周
知
的
語
P
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
努
貨
が
兵
櫨
化
す
る
の
は
柿
担
誼
溜
に
布
け
る
一
商
品
の
慣
備
と
し
て
掴
俗
的
に
い
わ
れ
る
分
配
過
程
に

布
い
て
で
あ
る
か
ら
、
野
働
力

ω
再
生
産
費
諦
勢
質
論
を
祉
曾
政
策
論
的
中
核
的
課
題
と
す
る
限
り
、
そ
れ
が
分
間
的
怯
椅
を
も
っ
ζ

と
は
む
し
ろ

営
鼎
で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
揚
骨
買
い
意
味
で
の
勢
質
論
で
あ
り
、
帯
人
幼
少
年
勢
働
、
第
働
時
聞
の
制
限
か
与
エ
場
衛
生
規
則
に
至
る
ま
で
、
直
接

生
産
過
程
に
捌
係
ず
る
事
象
ま
で
主
も
舎
な
L

〈
「
噌
訂
限
量
出
す
に
あ
た
り
て
」
一
一
頁
)
と
。

ゼ
削
工
場
の
衛
生
設
備
や
災
害
預
防
設
備
を
賃
銀
仁
還
元
す
る
の
は
少
々
無
理
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
は
木
来
不
磨
蚕
本
部
分
に
属
す
る
も
の
で
ゐ

る
。
資
本
の
運
動
が
勢
倒
能
件
を
鰐
働
力
の
債
値
以
下
に
切
下
げ
る
場
合
、
そ
の
切
下
げ
方
は
色
々
由
形
態
を
と
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
形

態
仁
騒
じ
て
そ
れ
を
抑
制
緩
和
す
お
祉
曾
政
策
骨
形
態
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
つ
ず
一
野
倒
カ
の
債
値
hr
買
い
意
味
の
賃
銀
と
し
令
い
で
、
こ
れ
を

第
働
陳
件
正
し
て
、
印
ち
国
民
銀
、
鰐
働
時
間
、
野
働
め
担
度
、
努
働
環
境
の
統
一
と
し
て
把
握
す
る
方
が
誼
嘗
な
申
で
は
な
か
ろ
う
か
。
傑
つ
で
批
曾
政

策
を
分
配
政
策
、
努
働
者
階
級
に
輿
え
る
慌
い
意
味
の
賃
銀
mw
一
部
好
の
縮
担
と
す
る
よ
h
J
も
、
資
本
の
勢
働
力
償
値
由
牧
講
仁
謝
す
る
抑
制
・
緩
和
策

と
す
る
方
が
よ
り
遁
慣
な
理
解
の
し
か
忙
で
は
あ
る
ま
い
か
。

掘
て
こ
こ
で
一
言
す
べ
き
は
祉
禽
政
策
守
分
配
政
策
と
理
解
さ
れ
る
森
数
援
が
務
働
力
の
慎
値
規
定
か
ち
枇
曾
政
裁
を
出
援
さ
せ
な
い
で
、
い
き
な
b

祉
曾
政
策
を
分
配
過
程
に
お
い
て
特
に
生
起
』
オ
る
併
害
の
可
及
的
除
去
筑
と
ト
う
よ
う
た
常
識
論
仁
陥
つ
で
い
亡
と
い
う
賭
で
品
h
、
社
曾
政
策
を
勢
倒

『
一
昨
骨
政
策
要
論
』

第
六
十
七
位

i¥ 
五

第
四
・
五
競

一日



『
枇
曾
政
策
要
請
』

第
六
十
七
巻

ノ旬、
六

第
四
・
五
焼

四

カ
保
全
策
U
生
産
政
策
と
さ
れ
た
大
河
内
教
授
が
枇
曾
政
策
を
勢
働
力
の
債
依
規
定
か
ち
珪
し
〈
出
設
さ
せ
て
い
た
と
い
う
賭
で
あ
る
。
従
っ
て
大
河
内

教
授
が
掛
働
力
む
保
全
と
い
わ
れ
仁
場
合
、
ぞ
れ
は
労
賃
を
含
ん
で
い
た
こ
と
は
極
由
て
明
ら
か
で
、
こ
の
貼
に
つ
い
て
白
森
教
授
り
大
河
内
救
援
に
謝

す
る
非
難
は
首
ら
な
い
課
で
晶
る
が
、
大
岡
内
教
授
は
折
角
勢
働
カ
昭
一
慣
値
規
定
h
r
p
q計
曾
政
資
論
を
出
裂
さ
せ
な
が
b
、
勢
働
係
何
を
こ
の
掛
働
力
の

慎
値
以
下
に
引
下
げ
勢
働
者
階
級
の
抗
守
を
時
間
辰
一
さ
せ
る
費
本
の
進
動
治
則
を
看
過
す
る
と
い
う
重
大
な
誤
認
(
生
産
力
説
)
を
お
か
さ
れ
た
た
め
仁
、

祉
曾
政
策
に
ー
と
っ
て
町
階
級
闘
宇
田
必
然
的
意
義
骨
宥
過
し
、
批
曾
政
策
が
資
本
の
か
か
る
崎
町
働
力
債
値
の
収
奪
に
調
ナ
る
抑
制
緩
和
策
仁
る
子
と
を
、

債
低
概
念
昔
無
闘
い
て
い
き
な

b
労
闘
力
保
全
と
い
う
如
き
訣
れ
る
把
握
を
さ
れ
で
了
っ
た
申
で
品
る
。

J

弐
に
窺
教
授
は
!
日
曾
政
策
が
勢
働
者
隠
踏
の
闘
宰
の
必
然
的
産
物
た
る
こ
と
を
否
定
さ
れ
る
大
河
内
理
論
砂
突
の
よ
う
仁
批
判
さ
れ
て
い
る
。

「
大
河
内
氏
に
よ
れ
ば
、
祉
曾
耽
策
目
本
置
は
、
資
本
の
附
営
な
る
再
生
産
の
た
め
に
、
楓
査
本
が
そ
の
合
理
性
、
積
極
的
配
慮
に
も
と
ず
さ
勢
働
力

を
保
全
す
る
こ
と
に
あ
る
白
で
、
階
担
闘
争
が
そ
白
質
現
の
傭
件
乃
車
併
的
契
棋
と
τ

な
る
こ
と
は
あ
A
V

炉
、
そ
山
本
質
規
定
で
は
あ
り
得
な
い
。
階
鼠

闘
争
乃
主
勢
働
者
階
級
心
自
律
的
反
抗
運
動
的
な
い
乃
亘
未
成
熟
的
時
及
び
鹿
に
お
い
て
も
、
舵
骨
政
策
は
成
立
し
存
立
し
得
る
と
せ

b
れ
る
。
し
か

し
、
呆
し
て
(
一
〉
か
か
る
主
張
は
歴
史
的
事
費
で
あ
る
か
、

(
二
)
総
資
本
自
性
格
は
か
か
b
も
心
で
あ

p
得
る
か
。
陪
扱
関
守
を
内
在
的
本
質
的

規
定
と
し
な
い
祉
官
政
策
以
あ
り
得
な
い
。
歴
且
的
事
質
に
反
す
る
。
原
始
時
代
に
布
け
る
未
成
熱
心
捗
働
力
に
封
ナ
る
資
本
の
暴
陸
的
規
制
、
攻
勢

に
は
批
曾
ik
錠
は
あ
り
得
な
い
。
階
般
闘
争
は
安
本
制
生
産

ω
生
成
と
同
時
に
あ
る
も
O

で
そ
れ
は
い
わ
ば
生
れ
つ
き
で
あ
る
が
、
捗
働
者
階
叡

の
賓
本
家
陪
献
に
封
ず
る
闘
宇
が
枇
曾
的
に
、
意
識
的
忙
昂
揚
し
、
資
本
家
階
級
に
封
立

L
て
一
ワ
の
世
骨
的
勢
力
ー
と
な
る
に
亘
っ
て
、
そ
こ
に
費
本

家
階
故
山
い
や
い
P
な
が

b
u
、
溢
々
な
が
ら
の
譲
歩
妥
協
接
働
力
的
情
値
ま
で
四
ー
が
鎚
さ
れ
る
揚
骨
、
そ
こ
陀
は
じ
め
て
砥
曾
暁
策
が
出
現
す

る
。
後
建
資
本
図
(
日
本
の
如
き
)
に
お
い
て
第
働
者
の
意
識
的
問
晶
子
が
宋
成
熟
の
場
合
に
b

い
て
も
祉
曾
政
策
を
見
る
心
は
、
先
建
資
本
因
の
枇
曾



政
策
に
刺
戟
さ
れ
た
乙
と
、
宇
封
建
的
建
制
的
下
児
徹
底
的
に
暴
肱
さ
れ
た
る
労
働
者
の
代
理
人
と
し
て
準
歩
的
イ
Y
テ

9
H
ν
チ
ャ
、
皐
者
、
官
僚

屠
が
登
場
す
る
こ
と
に
由
る
の
で
あ
る
。
衣
に
資
本
し
は

ιく
総
資
本
と
い
わ
な
い
!
の
合
盟
性
に
も
と
ず
さ
積
極
的
目
自
主
的
に
仕
官
肱
筑
を
押

し
準
め
る
の
が
『
師
済
的
必
然
性
』
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
は
問
題
で
あ
る
。
完
本
田
も
つ
理
怯
に
よ
り
勢
働
力
白
保
全
を
岡
ゐ
う
と
す
る
必
然
怯
な

ど
凡
そ
考
え
ら
れ
よ
う
払
、
変
車
内
生
来
も
つ
必
然
的
な
『
骨
盟
帖
』
は
、
そ
う
で
な
く
て
、
あ

f
な
き
利
潤
慾
、
従
つ
て
な
る
だ
け
多
く
の
剰
融
情

値
f

不
抑
猿
働
山
獲
得
)
と
.
そ
し
て
な
る
だ
け
労
働
力
吋
筒
倍
(
支
抑
掛
働
)
を
引
下
げ
ま
う
と
の
合
理
性
で
あ
る
。
そ
れ
と
そ
正
に
紅
代
的
街
動
的

世
盟
的
精
紳
で
あ
る
o
接
働
力
が
廓
蹴

L
ょ
う
が
し
ま
い
が
査
本
の
か
ま
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
か
ち
畦
曾
政
策
凶
本
質
は
純
資
本
か
ら
の
り
傍
倒

力
E
劃
す
る
骨
理
的
関
慮
で
な
し
に
、
持
曲
者
の
反
抗
、
闘
曹
に
も
と
ず
い
て
頚
制
さ
れ
た
る
勢
働
力
の
再
生
産
費
目
確
保
、
第
働
力
の
償
値
目
貫
徹

に
求
め
ら
れ
ね
ば
な

b
血
。
世
骨
政
策
の
本
質
規
定
と
し
て
経
済
的
必
然
怯
に
求
め
ら
る
る
と
乙
る
は
か
か
る
資
本
目
合
理
的
問
慮
に
あ
る
の
で
は
な

〈
、
査
本
山
官
目
的
利
潤
獲
得
街
動
、
勢
働
者
自
あ
く
な
き
搾
車
、
そ
れ
に
劃
す
る
反
抗
的
闘
争
目
白
鼎
律
た
る
『
組
済
的
必
掠
怯
』
に
あ
る
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
く
な
さ
『
凪
血
鬼
的
人
狼
的
渇
望
』
に
土
る
剰
融
債
値
の
搾
夜
、
そ
れ
に
封
ナ
る
持
働
者
階
融
自
闘
争
↓
捗
働
目
白
制
限
、

最
低
捗
賃
制
度
心
確
立
等
々
(
妥
協
・
謹
一
世

)
L手
工
業
、
家
内
工
業
、
マ
-
一
-
1
7
7
グ
チ
ュ
ア
山
浪
務
↓
輔
械
化
、
接
働
頭
化
(
不
醐
出
資
本
目
可
捜

資
本
に
劃
す
る
相
酎
的
晴
大
)
↓
産
業
強
備
軍

ω
増
大
↓
相
罰
的
施
罰
的
窮
乏
化
↓
恐
慌
、
法
務
り
と
り
資
本
主
議
生
産
の
白
熱
棒
、
『
招
請
的
必
然

怯
』
の
線
た
は
ず
れ
て
は
、
低
曾
政
策
自
本
質
控
明

ι町
詮

お

ぼ

つ

か

な

い

。

若

L
総
資
本
が
標
咋
的
な
る
利
潤
寧
を
確
保

L
、
順
賞
な
る
再
生

産
乞
所
期
せ
ん
が
た
め
に
、
勢
働
力
の
保
全
を
副
慮
し
、
、
そ
し
て
そ
れ
が
資
本
山
骨
盟
的
な
る
魂
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
第
働
力
白
慣
値
は
資
本

開
臆
た
め
に
貫
徹
せ
ら
れ
、
努
働
力

ι保
全
せ

b
れ
培
発
さ
れ
る
で
あ
る
う
し
、
可
障
費
本
の
相
罰
的
世
少
も
ま
た
避
け
ら
る
q
で
あ
る
う

L
、
恐

も
怯
車
、
も
克
れ
ノ
る
一
l

能
性
か
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
資
本
主
議
生
産
の
ふ
訊
撞
的
持
続
の
可
能
怯
も
生
れ
て
来
る
。
終
り
に
大
河
内
民
を

し
じ
め
多

tω
同
氏
に
軒
す
る
批
判
ま
も
と
も
に
と
ら
れ
と
い
る
純
資
本
と
個
別
資
本
と
の
合
理
性
、
非
令
理
性
も
問
題
で
あ
る
o
個
別
資
本
位
非
合

理
的
で
あ
り
、
融
資
本
は
合
理
的
で
あ
る
は
お
か
し
い
。
前
者
よ
り
後
者
へ
如
刊
に
し
て
理
論
的
に
移
行
す
る
の
か
。
純
資
本
は
『
善
。
世
界
』
で
あ

『

世

曹

融

策

要

論

』

第
六
十
七
巻

一
八
七

第
四
・
五
按

五



『
紅
曾
障
策
要
抽
』

宮
古
十
七
巻

ハL
^ 
第
四
・
豆
韓

六

p
、
個
別
資
本
は
『
悪
山
世
界
』
な
ど
到
民
宿
じ

b
れ
向
。
個
別
資
本
と
綿
貫
本
と
の
国
別
は
と
り
際
無
用
で
あ
る
と
思
う
」
(
「
帯
訂
版
を
出
す
忙
あ

た
り
亡
」
四
八
頁
)
と
。

こ
の
森
教
授
の
批
剣
は
ほ
ぼ
杢
商
的
に
正
し
い
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
日
仁
が
大
河
内
教
授
が
何
故
こ
り
一
様
な
挟
謬
に
階
ち
れ

t
か
を
考
え

で
見
な
町
れ
ば
な
色
な
い
で
あ
ろ
う
。
大
河
内
教
援
は
費
本
(
個
別
資
本
)
叩
勢
倒
カ
に
岨
劃
す
る
飽
〈
な
き
漏
翠
ー
と
労
働
力
の
一
倍
世
帯
ヤ
見
て
、
ち
し
こ
れ

を
政
任
す
る
な
ら
、
勢
働
力
は
酔
減
じ
、
不
足
す
る
仁
至
っ
て
、
資
本
制
生
産
は
勢
働
力
の
面
仁
台
い
て
破
壊
さ
れ
る
ー
と
誤
認
き
れ
た
町
一
で
品
る
。
を
さ

で
何
底
か
に
こ
の
資
本
(
個
別
養
本
)
の
勢
倒
力
濫
講
を
抑
制
す
る
色
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
考
え
、
そ
れ
を
憾
資
本
仁
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
七
。

勢
働
力
が
暦
威
し
純
罰
的
に
不
足
す
る
に
至
る
と
す
れ
ば
鰐
働
者
階
級
の
闘
争
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
資
本
制
生
涯
は
そ
れ
閏
身
自
己
保
全
の
七
ゆ
に

勢
倒
力
の
保
全
世
行
わ
れ

8
3
を
得
な
い
白
は
常
然
で
あ
る
。
個
別
資
本
と
機
資
本
と
骨
分
け
て
枇
曾
政
策
を
附
資
木
の
意
思
か
ら
噂
き
出
す
理
論
は
す

ベ
て
こ
の
よ
う
な
前
提
の
上
に
立
つ
で
い
る
乙
と
炉
忘
れ

τは
な
ち
な
い
の
で
あ
る
(
夙
早
民
、
近
藤
氏
熱
w
v
)
ロ

ザ
ト
が
こ
れ
が
重
大
な
誤
謬
に
る
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
機
械
を
傍
働
手
段
目
搾
取
手
段
と
す
る
資
本
の
蓄
積
運
動
は
必
然
的
に
不
闘
に
産
業
龍
塑
車
を

生
産
し
、
乙
の
産
業
設
備
軍
の
不
断
の
存
在
に
よ
っ
て
資
本
は
安
ん
じ
て
野
働
力
の
濫
奪
に
専
念
し
得
る
の
で
ゐ
4
0
0

曲
目
働
力
を
濫
脅
し
傍
働
保
件
守
勢

働
力
の
慣
値
以
下
に
引
下
げ
、
務
働
者
階
級
品
ι
窮
乏
侶
せ
し
め
る
も
の
は
車
に
個
別
資
本
町
本
胞
や
行
動
で
は
な
〈
、
資
本
制
生
産
そ
の
色
白
の
法
則
で

あ
り
、
木
質
に
外
な
ら
な
い
申
で
品
る
(
こ
山
貼
に
つ
い
て
は
拙
著
『
舵
曾
政
策
請
の
根
本
問
題
」
前
篇
第
二
軍
事
胸
)
。
大
河
内
理
論
は
資
本
山
運
動
法

則
従
っ
て
資
本
制
生
麗
関
係
の
特
質
そ
完
査
に
看
過
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な

ιな
い
の
で
あ
る
。
か
〈
て
我
々
は
己
れ
を
生
産
関
係
が
無
視
き
れ
て
い

る
と
い
う
意
味
で
生
産
力
説
的
誤
謬
と
稽
レ

τい
る
の
唱
に
あ
る
。
課
教
授
の
指
摘
き
れ
る
こ
と
く
、
個
別
資
本
と
楓
資
本
の
国
別
は
査
〈
無
用
で
あ
る
と

い
わ
ね
ば
な
色
な
い
自
で
あ
る
。
森
救
援
の
大
河
内
理
論
批
判
は

E
し
い
の
で
あ
る
が
、
大
河
内
閣
論
の
よ
っ
て
も
っ
て
立
つ
前
提
骨
批
判
す
る
乙
と
な

〈
し
で
は
充
舟
な
批
M
円
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

大
拘
内
理
論
を
も
っ
て
す
れ
ば
勢
働
者
階
級
申
窮
乏
化
な

E
モ
も
毛
色
あ
h
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
例
え
個
別
費
木
に
よ
る
鰐
働
力
の
濫
費
が
一
時
あ



つ
仁
と
し
て
も
、
や

M
て
努
働
力
一
の
傾
倒
は
惚
資
本
申
配
慮
に
よ
っ
て
貰
徹
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
行
が
現
買
に
は
傍
倒
傑
件
目
勢
働
力
的
僧
値
以
下
へ

の
低
下
は
必
然
的
で
あ
っ
て
、
制
曾
政
策
を
も
っ
て
レ
て
も
こ
れ
を
蹟
徹
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
枇
曾
政
策
は
勢
価
傑
件
目
一

股
間
恭
準
の
最
低
か
も
規
定
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
森
教
授
4
b
此
曾
政
策
を
勢
働
力
の
優
位
白
賞
徹
、
と
さ
れ
で
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
b
で
あ
っ
て
、

E
し
f
は
、
債
他
訂
以
F
へ
の
低
下
町
緩
和
ー
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

r

こ
こ
で
一
言
す
べ
き
は
森
教
授
が
、
勢
働
力
的
慣
値
い
か
楓
資
本
日
間
慮
仁
ょ
っ

τ員
徹
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
可
礎
資
本
の
相
割
減
少
も
恐
慌
も
失
業
も

免
れ
得
て
賀
太
制
生
産
の
永
痘
雨
持
償
問
可
能
性
が
生
ま
れ
て
来
る
と
き
れ
て
い
る
こ
と
マ
る
る
。
不
鍵
資
本
の
相
調
的
減
少

1
費
本
の
有
機
関
樽
成
山

高
度
化
や
失
業
、
恐
慌
臼
必
然
性
は
勢
働
力
が
そ
の
慎
伯
遁
り
ド
支
抑
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
若
し
こ
の
こ
左
を
否
定
さ

れ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
過
少
消
績
詩
的
誤
認
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
念
臼
た
め
に
。

向
、
田
本
に
お
り
る
祉
曾
政
策
守
容
教
授
は
先
議
閣
の
枇
曾
政
策
り
刺
戟
と
、
努
働
者
の
代
理
人
と
し
1
進
歩
的
ィ

ν
テ
リ
、
塵
者
、
官
僚
師
閣
が
登
場

し
た
事
を
も
っ
て
き
れ
て
い
る
。
先
進
闘
の
枇
曾
政
策
的
刺
戟
は

E
し
い
が
、
聞
申
者
や
官
僚
が
鄭
倒
者
自
代
理
人
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
唱
と
き
れ
る
由

は
誤
謬
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い

T
あ
ろ
う
。
工
場
棋
の
制
定
に
首
つ
で
は
，
墜
者
や
官
僚
は
殆
ん
E
絡
調
主
義
の
代
理
へ
と
し
て
の
み
、
活
動
し
た
の
で

あ
っ
て
努
働
岩
の
代
理
人
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
工
場
法
も
、
相
蹟

t
間
然
塾
生
的
ス
ト
ラ
イ
キ
、
准
歩
的
イ
ン
テ

p
r
y
チ
ヤ
に

指
噂
さ
れ
た
枇
曾
主
義
的
急
進
一
化
、
そ
の
一
世
延
化
の
危
険
、
勢
倒
不
安
、
祉
曾
不
安
で
あ
っ

t
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
時
で
品

h
、
楓
じ
て
勢
働
者
階
級

の
閣
雫
日
建
物
に
外
な
巴
な
か
っ
た
の
で
あ
る

(
ζ

白
酷
に
つ
い
て
は
拙
著
「
日
本
勢
働
運
動
且
」
第
八
軍
参
照
)
ロ

国

扱
て
森
教
授
は
批
曾
政
策
mv
求
質
が
批
曾
的
解
湾
問
規
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
'
と
し
て
究
白
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
且
臣
官
肱
僚
の
批
曾
的
理
解
(
枇
脅
的
必
鼎
性
)
だ
ー
と
か
、
牌
抽
間
的
理
酔
(
締
済
的
必
然
性
)
だ
と
か

mua莱
K
主
っ
て
、
ニ
者
を
樺
械
的
に
切
り
離

『
粧
官
政
策
要
論
』

第
犬
十
七
巻

F、
丸

事
由
・
耳
貌

~ 



『
枇
曾
政
策
要
論
』

第
六
十
七
巻

丸4

0 

構
図
・
五
韓

i¥. 

'
さ
れ
た
る
も
四
と
し
て
軍
扱
う
と
と
は
多
〈
の
危
険
が
伴
う
。
い
っ
た
い
に
純
情
的
な
る
も
の
は
同
時
に
枇
臨
時
的
な
る
も
の
で
あ
る
警
で
あ
る
。
政
治

組
済
的
現
象
に
ほ
か
な
る
な
い
。
『
担
済
的
必
鼎
怯
』
、
「
自
然
律
』
、
『
舗
の
如
官
睦
一
因
不
動
心
必
熱
性
を
も
っ
て
作
用
し
貫
徹
す
る
と
と
ろ
の
傾
向
』
は

程
済
的
批
曾
的
是
メ

Y
ト
を
内
在
的
に
も
っ
て
い
る
。
大
相
内
氏
自
『
経
済
的
必
鼎
怯
』
が
良
心
『
経
済
構
権
的
・
祉
曾
的
必
鼎
性
』
で
あ
す
得

f
、

そ
こ
7
は
慣
偲
、
剰
像
情
値
の
生
産
、
階
融
闘
争
の
槻
閉
が
献
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
純
情
的
必
排
他
&
肱
曾
的
必
鼎
性
と
を
二
一
ワ
の
壊
と

し
て
、
宮
た
栢
山
間
荷
4

し
て
漫
輯
と
結
び
つ
吋
ま
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
そ
れ
は
も
と
も
と
無
理

r
あ
り
、
抽
刊
日
ワ
付
な
い
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
を
非

難
す
る
論
者
も
ま
た
ζ

白
『
槙
情
的
必
然
性
』
に
つ
い
て
白
哩
解
を
世
い
て
い
る
。

i

慣
植
法
則
が
労
資
階
級
閥
怖
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
『
純

済
的
必
然
性
』
な
b
、
そ
れ
自
世
『
紹
済
的
批
曾
的
品
品
開
性
』
で
あ
る
。
惜
値
閥
係
は
こ
の
資
本
制
生
産
に
お
い
て
は
、
同
時
に
費
本
制
生
産
闘
係
で

要
す
る
に
祉
官
政
策
の
本
質
究
明
の
場
合
、
枇
官
的
、
終
済
的
規
定
で
な
け
れ
ば
な

b
ぬ
こ
と
は
も
は
宇
自
明

で
あ
る
。
た
だ
問
題
提
起
の
現
鮎
い
酔
ん
に
主
り
付
れ
に
寓
貼
を
担
〈
か
は
別
叫
問
題
で
あ
る
」
(
「
噌
訂
版
を
出
ず
に
あ
た
り
て
」
八
九
頁
〕
と
。

萩
教
授
日
こ
の
理
解
は
亘
し
い
が
、
し
か
し
こ
れ
は
駆
済
的
必
然
性
が
同
時
に
枇
曾
的
必
然
性
で
あ
る
こ
と
を
一
般
的
に
云
っ
た
ま
T
で
、
枇
曾
政
策
が

努
働
岩
階
級
白
抗
宇
の
必
仲
間
的
建
物
に
る
子
と
の
説
明
と
レ
て
は
不
充
分
と
い

h
ね
ば
な
ら
な
い

rあ
司
令
子
。
問
題
は
資
本
制
生
震
の
締
済
的
必
然
性

炉
、
勢
働
の
一
昨
曾
的
生
産
力
を
高
曲
、
資
本
的
有
機
的
構
援
を
高
度
化
レ
、
産
業
議
備
軍
を
生
産
し
、
勢
倒
傍
件
九
官
邸
目
働
力
の
償
個
以
下
に
引
下
げ
、
掛

倒
岩
階
級
者
窮
司
申
化
古
せ
、
枇
曾
的
艶
抗
を
設
展
さ
せ
、
勢
倒
岩
階
級
の
抗
等
を
必
然
化
し
、
こ
の
抗
争
が
「
細
賊
さ
れ
七
政
治
的
構
力
主
し
て
の
圏
家

者
説
捗
せ
し
ゅ
て
祉
曾
政
資
を
必
然
化
す
る
こ
左
骨
理
論
的
・
現
質
的
仁
明
ち
か
仁
す
る
こ
と
で
あ
る
。
社
曾
政
策
の
木
質
川
町
祉
曾
的
・
解
消
的
規
定

で
あ
る
と
い
っ

h
具
合
の
慢
然
仁
る
説
明
は
何
等
本
質
を
明
ら
か
仁
す
る
も
の
で
は
な
い
白
で
あ
る
。
森
毅
控
志
雄
べ
ら
れ
る
ご
と
く
「
批
曾
政
策
が

一
つ
の
政
策
廟
念
で
品
る
か
ら
仁
は
、
い
き
お
い
、
世
曾
的
政
治
的
色
調
を
色
濃
〈
帯
び
る
こ
と
は
嘗
然
で
あ
る
」
(
寸
帯
訂
版
を
出
ず
に
常
り

τ
L丸
頁
)
。

融
曾
政
策
が
努
働
者
階
級
町
一
闘
宇
に
翻
す
ゐ
譲
歩
と
し
E
の
困
家
白
調
整
的
勢
働
政
策
仁
る
限
b
、
そ
れ
は
明
ら
か
仁
政
治
ブ
ル
ジ
ョ
ア
支
配
の
手
段
}

で
あ
b
、
そ
れ
は
勢
働
者
階
級
の
坑
雫
め
必
然
的
産
物
で
あ
る
が
、
し
か
し
社
曾
政
策
は
傍
働
力
の
保
全
日
資
本
の
勢
倒
力
償
値
の
肱
容
に
謝
す
る
間
家

ゐ
り
、
階
級
潤
争
調
停
で
あ
る
。



的
手
段
じ
よ
る
抑
制
緩
和
ー
と
い
う
特
定
白
内
脅
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
世
曾
政
策

t
る
の
で
あ
b
、
こ
れ
乙
そ
が
正
仁
社
曾
政
策
の
木
質
ぜ
あ
る
と

い
わ
ね
ば
な

ιな
い
の
で
あ
る
。
努
働
岩
階
般
的
問
事
M
r
祉
曾
政
策
の
本
質
で
あ
る
・
と
慢
然
ー
と
規
定
し
て
は
な

ιな
の
で
品
る
。

森
教
授
は
そ
』
初
版
本
に
お
け
る
枇
曾
政
策
の
定
義
「
枇
曾
政
策
と
は
現
今
の
資
本
家
的
生
葎
関
係
骨
支
持
し
つ
つ
、
そ
れ
が
分
配
過
程
に
お
い
て
特

に
宅
記
す
る
と
こ
ろ
の
も
ろ
も
ろ
の
姉
帯
を
ば
、
園
家
白
樺
カ
に
よ
っ
て
可
及
的
仁
除
去
せ
ん
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
方
策
、
施
設
の
翻
で
晶
る
」
を
引
用

し
、
こ
れ
は
「
枇
曾
政
策
の
本
質
を
政
治
的
に
、
現
高
罰
的
仁
述
ペ
た
も
の
で
、
一
を
む
紐
倒
的
側
面
は
ぼ
や
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
経
済
的
側
面
の
規
定
白

不
克
己
山
で
晶
る
乙
と
を
大
い
に
認
め
な
い
わ
吋
仁
ゆ
か
向
。
一
一
一
世
曾
政
策
が
政
治
的
政
策
で
あ
昌
限
b
、
一
一
階
方
の
本
質
概
念
規
定
で
十
分
と
一
耳
い
え

な
い
ま
ヤ
も
誤
り
で
は
な
い
」
(
噌
訂
版
を
出
す
に
あ
た
り
て
」
丸
一

O
頁
)
と
詰
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

ι
の
本
質
規
定
で
は
賓
は
批
曾
政
策
叩
本

質
は
査
然
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
と
い
わ
舟
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
分
配
過
程
に
お
り
る
弊
害
と
は
何
か
、
こ
れ
を
除
去
す
る
と
は
い

か
な
る

ιと
か
が
査
然
不
明

rか
ら
で
晶
b
、

ιれ
骨
朗
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
正
に
枇
曾
政
策
的
木
質
論
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

h
y
f
て
議

教
授
が
耐
曾
政
策
本
質
の
紐
消
的
側
面
と
し
て
詰
ベ
色
れ
る
弐
の
規
定
の
中
に
、
は
じ
め
て
祉
曾
政
策
の
何

t
る
や
が
、
即
ち
そ
の
本
賓
が
明
ら
か
じ
さ

れ
て
い
名
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
晶
る
。

「
(
イ
)
園
家
リ
費
本
の
意
思
の
執
行
機
関
(
ロ
)
費
本
主
義
生
産
円
支
持
U

労
働
償
位
法
則
自
貰
撤
の
枠
内
、

生
起
す
る
と
と
る
山
皆
弊
害
U
勢
働
力
目
問
値
以
下
切
目
下
V
、
(
=
)
可
及
的
に
除
去
す
る
U

譲
歩
、
妥
協

き
て
格
り
に
主
と
し
て
相
情
的
側
面
よ
P
見
た
る
枇
曾
政
拍
車
田
本
冊
目
規
定
を
再
び
掲
げ
て
持
と
う
。
由
車
定
識
な
る
も
白
は
も
の
の
本
質
を
十
分
に
規

定

す

ベ

〈

も

な

い

。

枇

官

政

策

目

本

質

心

相

済

的

常

明

を

出

で

な

い

。

。

『
祉
曾
政
策
と
は
労
働
者
階
紐
が
捧
働
力
商
品
を
償
値
語
り
に
買
ら
ん
と
す
る
闘
争
・
反
抗
に
針
し
、
費
本
来
陪
級
が
譲
歩
的
妥
協
的
忙
野
働
者
階
般

に
呉
え
る
捗
働
力
闇
値
目
一
部
分
乃
至
そ
の
補
填
で
あ
る
q
』

(
円
)
分
配
遁
橿
に
布
い
て
主
と
し
て

そ
こ
で
は
資
本
山
労
働
力
り
保
全
に
劃
す
る
配
慮
だ
と
か
、
ま
た
更
に
標
準
的
判
潤
車
の
確
保
だ
と
か
陪
無
用
で
あ
る
。
否
回
制
さ
れ
た
一
位
曹
政
策
。

『
祉
官
政
策
要
請
』

第
六
十
七
巻

コ弘

静
岡
・

E
披

丸
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『
一
世
曾
政
策
要
論
』

第
六
十
七
巻

カa

事
四
・
五
銃

O 

た
め
利
潤
が
そ
れ
だ
け
轍
牲
に
さ
れ
て
も
止
む
を
得
な
い
。
事
寛
社
曾
政
策
り
た
め
刊
潤
が
確
保
さ
れ
る
の
で
な
〈
、
下
る
四
百
。
費
本
は
か
く
し
て

そ
れ
に
代
る
他
白
手
段
を
と
る
」

刑
合
政
策
的
本
質
と
し
て
川
ほ
こ
れ
で
充
分
な
規
定
で
晶
る
。
初
版
印
定
義
で
は
そ
れ
乙
そ
伺
の
こ
と
か
分
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
叩
不
充
分
な
常
識
的

規
定
炉
、
こ
こ
で
皐
問
的
仁
検
討
さ
れ
、
分
配
過
程
仁
お
り
る
悌
害
と
い
う
ご
と
き
非
車
問
的
常
識
的
規
定
炉
、
勢
働
力
叩
傍
値
以
下
へ
白
勢
側
捺
件
切

切
下
げ
3

と
し
て
関
脇
に
規
定
さ
れ
、
そ
の
可
及
的
除
去
が
、
野
働
者
階
級
仁
典
え
る
努
働
力
債
値
の
一
部
品
川
乃
五
そ
の
補
填
と
し
て
車
問
的
に
規
定
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
八
百
こ
れ
は
制
版
よ

b
の
謹
か
な
る
前
溢
で
あ
る
。
た

rこ
と
で
勢
倒
保
刊
の
悪
化
に
抗
す
る
勢
働
者
階
級
の
「
聞
事
」
炉
、
静
働
力
商

品
を
慎
値
通
b
に
寅
ら
ん
ー
と
す
る
「
闘
争
」
主
規
定
さ
れ
工
い
る
が
、
そ
れ
は
、
資
本
制
生
産
を
否
定
す
る
祉
曾
主
義
語
動
n
階
級
闘
争
か
色
、
現
費
目

努
倒
傑
件
を
少
し
で
色
高
め
ん
と
す
る
純
情
闘
宇
に
至
る
土
で
ち
含
む
の
で
あ
る
。
七
だ
そ
れ
が
資
本
家
階
級
、
園
家
骨
髄
歩
せ
し
む
る
に
た
る
強
力
な

も
心
マ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
り
で
あ
右
。
従
っ
て
そ
れ
は
又
営
然
に
鑓
草
的
要
素
を
も
含
ん
で
い
る
。
む
し
ろ
現
質
に
は
経
済
闘
争
は
境
草
的
運
動
リ
政

治
関
手
の
一
環
と
レ
て
行
わ
れ
て
い
る
り
で
あ
る
。
乙
の
理
事
的
運
動
日
位
曾
政
策
と
し
て
結
宣
し
た
と
き
と
臨
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で
色
普
通
の
社
曾
政

(
「
噌
訂
版
を
向
ず
に
あ
た
り
て
」
九
一

O
頁
、
傍
貼
惇
本
)
と
。

策
で
あ
hJ
、
森
敷
設
ド
考
え
ら
れ
る
主
う
な
「
塑
革
的
社
曾
政
策
」
{
「
噌
訂
版
を
出
ず
に
あ
た
り
て
」
七
頁
)
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
枇
曾
政
策
そ
れ
自

身
が
麹
革
的
意
識
を
持
つ
こ
と
は
決
し
て
な
い
の
で
品
る
。
従
っ
て
弐
昭
如
き
森
教
授
の
凱
抗
ば
誤
謬
で
あ
る
。
ー

「
第
二
京
大
職
後
。
一
般
的
危
横
山
段
階
に
布
い
て
は
い
わ
ゆ
る
行
き
過
ぎ
た
る
枇
骨
政
策
が
労
働
醤
動
的
一
概
他
、
人
民
解
放
運
動
の
舟
揚
に

k
っ
て

押
し
準
め
ら
れ
世
舎
政
策
が
枇
官
主
義
的
世
曾
政
策
白
藤
様
を
も
ち
来
れ
る
事
貨
を
否
定
し
得
な
い
。
か
か
る
場
合
に
あ
り
て
は
、
資
本
制
生
産
情

植
法
則
の
砕
を
如
何
な
る
意
味
に
お
い
て
出
て
い
る
か
否
か
に
主
っ
て
枇
曾
政
策
的
事
貸
の
性
格
を
判
断
す
る
工
り
ほ
か
な
い
」
(
「
枇
曾
政
策
要

繭
」
四
七
買
吋
と
。

第
二
弐
大
股
後
に
L

布
い
て
は
各
閣
の
掛
倒
者
階
級
の
窮
乏
佑
は
深
刻
で
あ
り
、
「
行
過
ぎ
に
」
刑
曾
政
策
な
E
現
寅
に
存
在
し
得
な
い
の
で
ゐ
る
。
課

教
授
は
人
民
民
主
主
義
闘
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
品
ろ
う
ド
、

ζ

こ
は
祉
曾
主
義
革
命
の
成
功
乃
至
盆
上
巳
あ
b
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
樽
カ



を
失
っ
て
い
る
自
で
あ
る
か
ら
、
枇
曾
政
策
の
本
来
の
性
格
を
失
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
祉
曾
主
義
的
批
曾
政
策
と
い
う
言
葉
自

身
語
白
矛
盾
で
あ
る
。

拠
て
森
教
授
は
こ
れ
ま
で
遁
ペ
来
つ

t
ご
と
く
、
「
靖
訂
版
昔
日
す
に
品
に
b
て
」
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
正
し
い
枇
曾
政
策
の
本
質
規
定
を
行

b
れ
乍
色
、

本
文
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
初
版
の
ま
ま
の
世
曾
政
策
概
A
弔
ぜ
踏
襲
さ
れ
て
い
る
の
で
品
る
。
(
四
八
頁
)
。
了
解
に
苦
し
行
と
己
る
で
あ
る
。
勿
論
こ

れ
じ
は
註
騨
が
加
え
ら
れ
て
は
い
石
が
、
己
れ
を
捨
て
る
こ
と
こ
そ
肝
要
で
あ
っ

t
t考
え
る
の
で
あ
る
。

「
増
訂
版
を
出
す
に
あ
た

b
て
」
に
展
望
札
亡
霊
授
の
革
政
策
論
は
量
と
し
て
正
し
い
主
い
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
理
論
的
品
開
と
し
て
は

極
め
て
不
充
分
で
晶

b
、
マ
ル
ク
子
炉
ら
由
引
用
に
終
始
し
た
感
が
聴
く
、
充
分
の
説
得
性
骨
持
に
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

五

増
訂
版
白
序
文
「
培
訂
版
を
出
ず
に
あ
た

h
て
」
に
展
開
き
れ
に
枇
曾
政
策
論
り
限
度
に
お
い
で
本
文
は
改
善
さ
れ
て
い
る
。
更
に
「
酷
瞬
時
祉
曾
政
策
」

d
F
 

(
上
)
に
お
い
て
大
河
内
理
論
仁
追
随
し
た
誤
謬
も
訂
E
さ
れ
て
、
「
r

」
れ
も
多
数
の
戦
時
統
制
努
働
法
規
は
祉
曾
政
策
立
法
と
云
う
を
得
な
い
、
む
し

ろ
土
か
ら
強
制
さ
れ
仁
傍
働
法
規
に
ほ
か
な
ち
な
い
」
(
「
融
合
政
策
要
請
」
一

O
一
頁
)
と
し
て
、
職
時
坊
働
統
制
法
規
骨
骨
曾
政
策
と
し
て
で
は
な
〈
、

強
制
勢
働
と
し
て

E
し
〈
把
握
さ
れ
て
い
る
。

世-

rが
か
か
る
改
善
も
理
論
的
じ
は
何
科
も
櫨
素
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
b
、
闘
次
が
一
目
し
て
い
る
通
b
誠
に
雑
然
に
る
記
+
抽
出
感
を
深
う
す
る
凶
で

あ
あ
。事

本
書
は
究
の
樺
な
願
序
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
輯
論
、
第
一
章
問
題
と
し
て
白
世
曾
政
策
及
び
枇
曾
政
策
皐
、
第
二
章
政
策
且
中
心
本
質
、
誼
伊
豆
章
理

論
と
政
策
、
第
四
章
一
位
骨
政
策
的
問
念
・
本
質
、
第
五
章
畦
曾
政
策
の
限
界
、
第
六
章
枇
時
材
班
策
の
且
的
経
風
概
槻

本
軍由

『
批
骨
政
策
要
輸
』

第
六
十
七
巻

九
ョ

第
凶
・
五
扱

= 



『陛
M
曾

政

策

要

論

』

第
宍
十
七
巻

丸

岡

第
凶
・
一
宜
競

前
編
第
七
常
生
産
的
活
動

l
野
働
、
第
八
章

近
世
勢
働
関
係
自
生
成
本
質
、
第
九
童

晶
百
貨
形
態
、
第
十
章

第
質
の
理
論
と
政
策
、
第
十
一

章
近
世
工
場
工
業
と
勢
働
、
第
十
二
章

野
働
時
間
問
題
、
第
十
一
一
一
章

長
業
問
題
、
第
十
丸
章

時
人
幼
伊
年
傍
働
問
題
。

各
圏
第
賀
町
護
畏
的
傾
向
、
第
十
六
章

景
集
約
第
賃
政
策
、
第
十
丸
章

産
業

ω
欄
占
化
骨
理
化
と
努
働
者
、

後
編

第
十
回
章
資
本
主
載
り
後
遺
と
勢
働
者
獄
態
、
第
十
五
章

第
十
七
草

最
低
努
賃
制
使
、
第
十
八
章

皿
百
貨
の
園
際
的
差
異
的
問
題
。

相
阪
で
は
最
低
持
賞
制
度
が
前
編
静
十
四
章
に
位
置
し
て

μ
た
。
新
版
山
目
虫
の
方
が
骨
理
的
た
る
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

計
曾
政
策
の
概
念
T

品
質
並
び
に
枇
曾
政
策
的
一
限
界
が
末
論
に
で
は
な
〈
杓
論
に
お
か
れ
る
理
由
を
我
々
は
ど
う
し
て
ち
理
解
し
得
な
い
の
で
あ
0
0

向山

前
編
ー
と
後
閥
的
分
村
方
も
了
解
し
得
な
い
。

「
培
訂
版
を
出
す
仁
品
仁
b
て
」
の
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
何
土

h
色
努
倒
カ
の
債
他
想
定
骨
も
っ
て
は
じ
め
、
勢
倒
傑
件
を
努
働
力
の
債
値
以
下
に
引

下
げ
、
野
働
者
階
級
を
窮
f
y
花
せ
凶
め
、
野
倒
者
階
級
の
抗
宰
号
必
然
化
す
る
機
械
削
工
業
時
代
の
安
本
側
生
産
の
浬
動
状
則
を
明
ら
か
に
し
、
守
い
で

勢
働
岩
階
紐
の
抗
雫
に
よ
っ
て
必
然
化
さ
れ
る
枇
曾
政
策
む
一
般
的
な
木
質
を
準
き
出
し
、
こ
れ
を
前
回
開
と
し
、
後
編
ド
あ
い
て
、
資
本
主
義
的
現
展
が

努
働
者
階
級
品
ζ

窮
乏
化
せ
し
出
る
具
瞳
的
形
態
じ
臨
じ
て
而
曾
政
策
の
各
形
態
と
そ
の
相
互
mu
閥
速
を
明
色
か
に
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
筆
者
は
祉

曾
政
策
m
即
時
盟
系
と
し
て
は
大
槌
弐
叩
如
き
構
成
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

前
編
一
杭
曾
政
策
の
本
質

第
一
章

費
本
側
生
産
叩
運
動
法
則
と
円
前
曾
政
策

ー
枇
曾
政
策
山
本
質
と
機
能
1

第
三
章

社
曾
政
策
閥
単
由
一
陣
史

議
紅
曾
政
策
の
諸
形
態

第

章

震
業
資
本
主
義
期
的
一
祉
曾
政
策

I 

工
場
法
の
成
立
と
霞
展



E 

務
働
組
合
を
車
「
る
祉
曾
政
策
史

第
四
章

調
占
資
本
町
一
形
成
、
織
立
期
目
社
曾
政
策

I 

勢
働
者
補
償
法

E 

最
仮
賃
録
制

E 

枇

曾

保

険

d

費
本
主
義
日
一
般
的
危
機
期
的
社
曾
政
策

第
宝
章I 

所
開
「
解
放
立
法
」
の
接
眼
と
そ
申
散
防
性

構
成
制
失
業
の
鼓
生
k
失
業
保
険
の
前
進
と
後
湛

社
曾
政
策
の
危
機
と
後
退

E E 

第
二
夫
世
界
大
蔵
後
の
努
働
岩
階
級
日
窮
乏
化

t
祉
曾
保
障
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題

-
曾
政
策
を
E
し
〈
把
握
す
る
士
め
の
理
論
は
木
曹
の
い
亡
る
k
z
ろ
に
見

ιれ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ば
ら
ば
ら
の
形
で
展
開
き
れ
で
い
て
祉
曾

政
策
申
現
前
ー
と
し
で
統
一
移
管
さ
れ
で
い
世
い
の
で
あ
る
。
と
の
賭
は
冊
版
何
一
間
隔
が
ぞ
の
ま
ま
何
等
訂
置
き
れ
る
こ
'
と
な
〈
、
新
版
に
再
現
し
て
い
畠

の
で
あ
答
。
療
翫
授
は
「
奮
阪
に
手
骨
つ
け
る
乙
と
は
な
ま
や
き
レ
い
仕
事
T
は
な
い
。
い
〈
色
努
力
し
て
見
で
も
、
古
い
草
袋
に
新
ら
し
い
酒
骨
濡
h

事
る
わ
け
に
は
明
か
旧
」
(
「
噌
前
腕
を
聞
す
匝
あ
た
り
て
」
一
貫
)
ー
と
歎
ぜ
ら
れ
て
い
る
炉
、
こ
の
曹
に
期
待
す
る
こ
E
の
餓
ち
に
も
多
か
つ
h
L

我
々
k

F 

し
て
は
己
申
一
時
叩
訂

E
Yげ
は
是
非
や
っ
て
頂
壱
た
か
っ

t
k思
う
の
で
晶
る
。

大

最
後
に
筆
者
は
大
河
内
敬
授
の
新
著
「
泣
曾
政
策
原
酒
」
の
森
救
援
批
判
を
椴
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
↑
稿
骨
格
b
r
ぃ。

『
一
位
骨
障
策
要
論
』

第
六
十
七
者

九
五

第
四

-
R
披

一= 
一一〆



『
世
曾
政
策
要
ι
諦
』

第
六
十
七
巻

一
九
六

静
岡
・
宜
掛

= 
四

大
河
内
教
援
は
森
毅
提
の
枇
曾
政
策
論
を
戎
m
り
よ
う
に
批
判
さ
れ
て
い
る
・
ー
ー

『
致
換
が
枇
曾
政
策
。
中
心
課
賜
を
「
分
配
担
糧
」
に
求

b
b
れ
て
い
る
の
は
、
ヲ

3
グ
ナ
ー
を
想
起
せ
し
め
る
も
白
が
あ
る
が
、
教
授
が
祉
曾
政
策

|
|
こ
の
も
り
自
世
間
必
ず
し
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ま
た
は
「
立
場
」
「
思
想
」
を
も
つ
も
り
で
は
な
ド
が

l
lを
「
階
税
調
和
論
」
宇
「
協
調
論
」
宇
「
世

合
政
良
論
』
と
隼
置
し
て
い
る
民
上
、
そ
白
中
心
問
題
が
「
分
間
過
程
」
に
お
け
る
階
粗
利
害
白
調
整
に
お
か
れ
る
乙
と
は
極
〈
自
然
で
あ
る
う
。
枇

曾
世
策
内
調
車
と
す
。
へ
き
事
態
位
、
勢
働
階
部
帆
山
立
場
か
ち
見
た
「
諸
勢
害
」
で
あ
る
が
、
「
ζ

由
諸
勢
替
は
む
ろ
ん
ζ

の
細
済
祉
曾

ω
金
過
程
に
於

て
現
わ
れ
る
ど
こ
ろ
の
も
心
、
例
え
ば
工
場
樹
止
、
住
宅
、
失
業
、
第
質
事
々
に
嗣
ナ
る
も
の
で
あ
る
が
、
わ
け
て
も
特
に
問
題
と
な
る
り
は
分
配
週

間
p
v
h
於
け
る
も
の
、
す
な
和
ち
捗
質
的
問
題
見
聞
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
か
〈
第
貨
問
題
を
中
心
と
す
る
「
分
配
祖
種
」
心
「
諮
韓
寄
」
に
つ
い
て
、

「
畦
官
政
策
心
目
的
仕
勢
賓
雨
階
甑
関
心
利
害
伯
爵
立
を
可
及
的
に
緩
和
す
る
」
こ
と
に
蹄
着
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
資
本
制
組
済
を
前
提
と
し
つ

つ
、
野
働
階
紐
白
生
活
改
善
を
計
り
、
勢
貧
困
階
扱

ω
利
害
の
「
調
整
い
」
を
行
お
う
と
す
る
貼
か
ら
い
え
ば
「
庁
間
過
程
」
が
中
心
に
な
る
が
、
と
の

揚
骨
問
題
は
、
何
故
「
分
配
過
程
」
だ
け
が
件
寄
白
中
心
と
し
て
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
こ

ιで
あ
り
そ
れ
と
柑
び
つ
い
て
い
る
前

提
、
即
ち
一
世
骨
政
策
そ
の
も
0

・
乞
、
直
ち
に
「
勢
安
協
調
」
の
立
場

ι同
一
踊
す
る
こ
と
は
告
〈
根
操
O

な
い
こ
と
だ

d
w
う
枯
で
あ
る
。
世
曾
暁
策

そ
れ
自
慣
を
最
初
か
ら
勢
資
協
調
諦
と
い
う
よ
う
な
立
場
な

p
肝
償
的
態
度
と
同
一
聞
し
て
し
ま
う
こ
と
に
誤
謬
が
あ
刀
、
己
白
輯
謬
心
結
果
、
「
分

聞
過
程
」
を
中
心
に
置
〈
こ
と
が
主
け

ιれ
な
く
た
る
自
で
あ
る
。
教
授

ω
著
書
的
調
別
の
う
ち
、
大
部
分
が
「
器
質
問
題
」
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
的

は
そ
の
柑
呆
で
あ
る
で
わ
れ
わ
れ
が
若

L
枇
曾
政
策
を
も
っ
て
、
産
業
枇
曾
が
長
働
力
」

1
iこ
れ
は
生
産
自
人
的
要
素
で
あ
る
が

I
iを
保
持

L
培
養
す
る
た
め
の
手
段
貯
と
考
え
る
な
与
、
位
舎
障
策
心
課
題
を
主
と
し
て
「
分
配
過
程
」
に
求
め
る
こ
と
が
悉
意
的
で
あ
る
こ
と
に
呆
づ
〈
で

b

ろ
う
。
た
だ
森
致
授
が
北
同
氏
と
異
る
貼
は
‘
後
者
が
自
ら
積
極
的
に
持
費
協
調
を
唱
え
主
張
し
て
い
る
自
に
劃
し
て
、
前
者
は
こ
れ
を
た
だ
現
在

目
、
資
本
主
義
社
曾
に
和
け
る
証
曾
肱
策
心
質
質
だ
と
説
明
す
る
旧
与
で
、
教
授
自
身
が
P

炉
心
立
場
に
立
ヲ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
尉
で
あ

る
』
(
大
河
内
教
授
署
「
世
曾
政
策
原
理
」
七
六

l
八
頁
)
と
。



こ
こ
で
大
河
内
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
如
〈
、
森
誠
一
援
自
身
が
「
諸
弊
害
」
を
車
に
分
配
過
程
に
於
げ
る
も
の
ば
か

h
で
な

t
、
経
輔
肝
枕
曾
の
量
過
程
仁

跨
て
現
わ
れ
る
も
の
と
明
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
諸
併
害
」
仁
謝
す
る
課
教
授
の
所
調
「
可
及
的
除
去
策
」
と
し
て
の
枇
曾
政
策
を
分

配

整

T稿
す
る
申
は
矛
市
白
回
目
に
見
え
る
。
亡
が
複
数
援
は
「
諮
紳
害
」
は
結
局
賃
銀
の
切
下
げ
仁
悶
着
す
る
と
卓
唱
え
ら
れ
て
い
る
の
で
号
。
。
こ
れ

は
無
理
で
は
あ
る
が
誤
謬
と
稿
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
ラ
。
「
部
弊
害
」
印
ち
勢
側
説
候
件
の
傍
働
力
の
慣
値
以
下
へ
日
引
下
げ
は
結
局
「
勢
働

力
の
煩
値
」
即
ち
「
賃
銀
」
印
引
下
げ
に
間
着
し
得
る
か
色
で
品
目
。
。
耐
し
て
勢
側
諸
俳
件
を
勢
質
仁
開
請
す
る
も
の
と
考
え
に
か
ら
こ
そ
、
森
教
授
は

枇
曾
政
策
を
分
配
政
策
と
料
E
れ
に
の
で
あ
え
「
勢
貢
が
具
樟
刊
す
る
む
は
流
品
過
税
仁
お
け
る
一
商
品
の
債
格
と
し
て
遁
俗
的
ド
い
わ
叩
る
分
配
過
J

程
に
お
い
て
で
あ
る
」
(
「
噌
訂
版
を
出
す
に
あ
た
り
て
」
一
一
頁
)
と
新
版
で
は
註
騨
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。

森
教
授
は
か
か
る
「
詩
体
害
」
が
傍
倒
者
階
粧
の
聞
事
と
資
本
家
階
敵
(
困
家
)
の
譲
歩
・
妥
協
仁
よ
っ
て
必
然
化
さ
れ
る
こ
と
を
指
し
て
、
社
曾
政

擦
は
「
所
詮
階
級
調
和
論
で
あ
り
、
勢
働
者
階
級
生
福
向
上
諭
で
あ
b
、
い
わ
明
丘
町
曾
改
良
諭
で
あ
る
」
(
森
耕
二
郎
「
世
骨
醍
策
要
諦
」
初
版
本
六

八
九
頁
)
レ
諸
事
、
ち
れ
仁
の
で
あ
る
。
従
っ
て
大
河
内
敬
授
白
『
祉
曾
政
策
そ
の
色
の
を
直
ち

ι
「
勢
資
協
調
」

ρ立
場
ー
と
同
一
一
加
す
る
こ
と
は
全
〈

根
桜
田
な
い
乙
と
に
ー
と
い
う
黙
で
あ
る
。
祉
曾
政
策
そ
れ
白
睦
を
最
初
hr
ら
勢
資
協
調
諭
と
い
う
よ
う
な
立
場
よ
り
、
許
慎
的
蔵
庫
と
同
一
一
闘
し
て

7
う

こ
と
に
誤
謬
が
あ
h
、
こ
の
誤
訟
の
結
果
、
「
分
配
過
程
」
に
中
心
を
お
く
こ
と
が
き
り
ら
れ
な
く
な
る
の
で
品
る
』
(
「
枇
合
政
策
原
盟
」
七
七
一
且
)
と

い
う
森
教
授
批
判
は
査
〈
嘗
ら
な
い
と
い
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
大
河
内
教
授
自
身
認
め
ら
れ
て
い
る
遇
b
、
森
教
授
は
掛
費
協
調
を
「
資
本
主

義
枇
曾
ド
お
り
る
位
曾
政
策
叩
官
質
」
(
一
位
骨
政
策
原
理
L

七
七
頁

)rと
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
b
、
こ
れ
は
E
レ
い
の
で
あ
る
。

却
っ
て
割
問
謬
は
大
澗
内
教
授
仁
存

τる
の
で
あ
る
。
イ
昨
曾
政
策
が
掛
働
者
階
級
の
抗
宰
の
必
然
的
産
物
で
あ
h
、
そ
れ
げ
か
資
本
の
勢
倒
力
慎
値
の
収
奪

に
劃
す
る
園
家
的
手
段
じ
土
石
抑
制
緩
和
策
、
森
教
授
の
所
間
「
勢
働
者
暗
翻
仁
奥
ぇ
。
欝
働
力
慣
値
の
一
部
分
乃
至
楠
損
」

U
「
分
配
政
策

L
tろ
こ

ー
と
を
理
解
出
来
市
川
の
は
、
大
間
内
教
授
が
枇
曾
政
件
用
者
「
産
業
此
禽
が
努
働
力
骨
保
持
し
埼
聾
す
る
h
L
め
の
手
段
」

U
牛
麗
政
策
と
誤
っ
て
理
解
き
机

る
か
ら
で
あ
る
。
資
本
家
階
級
は
従
っ
て
叉
閣
家
は
勢
働
者
階
級
の
強
力
な
抗
争
に
よ
っ
て
儀
儀
な
〈
き
れ
阻
限
h
、
自
ら
進
ん
宇
一
野
働
力
を
保
持
し
培

『
枇
曹
政
策
要
輸
』

第
六
十
七
巻

丸

七

第
四
・
五
腕

一
三
五



「
舵
骨
政
策
要
論
』

第
犬
十
七
巻

丸
i¥ 

第
回
・
五
現

= 
大

養
す
る
こ
と
ぽ
決
し
で
な
い
の
で
ゐ
る
。
こ
の
勢
樋
者
階
級
の
強
力
な
抗
宰
H

階
級
闘
事
者
抑
制
し
、
こ
れ
を
改
良
主
義
化
せ
し
め
ん
が
た
ゆ
に
こ
そ
E

に
図
録
は
敢
て
臨
済
的
に
譲
歩
し
、
祉
曾
政
策
骨
質
施
す
る
の
で
あ
る
。
事
費
は
勢
働
者
階
級
白
烈
し
い
抗
宇
田
前
に
欝
捗
を
鈴
儀
な
〈
き
れ
、
社
曾

政
策
を
寅
加
す
る
こ
3

と
に
よ
っ
て
、
資
本
白
樺
働
者
濫
奪
が
緩
和
き
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
勢
働
力
』
が
「
保
持
」
き
れ
「
培
養
L
き
れ
る
の
で
晶
元

従
っ
て
「
枇
曾
政
策
の
課
題
を
主
と
し
ア
一
『
分
配
過
程
』
に
求
め
一
る
こ
と
が
懇
意
的
で
あ
る
」
(
大
河
内
教
授
「
散
骨
政
策
原
理
」
七
七
頁
)
申
で
は
な

〈
、
却
っ
て
、
世
曾
政
策
を
最
初
か
ら
憾
資
本
目
生
産
政
策
正
し
て
、
勢
働
力
の
保
持
培
蚤
の
手
段
と
考
え
Z
方
が
遥
か
に
懇
意
的
で
品
る
。
議
教
授
が

祉
曾
政
策
を
慣
い
意
時
の
賦
百
貨
政
策
k
考
え
ち
れ
あ
時
、
そ
れ
は
剰
品
開
慣
値
劉
鵬
首
倒
カ
の
慣
栢

m関
係
仁
お
い
て
圧
し
〈
把
握
さ
れ
て
い
あ
需
で
あ
る
が
、

大
河
内
教
授
の
如
〈
「
勢
働
力
の
保
持
培
養
策
」
と
き
れ
る
時
、
そ
れ
は
債
信
関
係
回
無
醐
で
あ
っ
て
、
「
掛
働
力
の
保
持
主
素
吉
田
資
本
和
的
形
態

t
忍

世

曾

政

策

は

到

底

把

握

さ

れ

よ

う

も

な

い

の

で

品

品

。

(

一

九

五

一

・

=

・

一

主

)


